


































x tl+ 1 :- (1- E)I(xtl)+ Ef (xO),
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図 1fとして logistic写像 f(I)-Ax(1-x)をもちいたOFSの空間方向分岐現象｡A-3.6､
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条件 (10)より､写像 fの 1,2,4,･･･,2n周期解について､1周期解への収束-2周期への分
岐､2周期解への収束-4周期への分岐､‥.､2n周期解への収束-2n+1周期への分岐の条件
が満たされる時､OFSで､2n周期までの空間方向分岐が可能である.
5 議論
これまでみてきたように､OFSでの空間方向分岐は､有限システムで固定点が記述できな
いことに起因する｡実際､周期倍分岐･を生じているOFSについて､各サイトでの正確な周期
を計算すると､第1サイトからすでに､固定点が2周期軌道となっている【31｡ここで生じた固
定点からのずれが､固定点の空間方向写像におけるサドル構造によって拡大され､巨視的には､
固定点への収束､分岐という一見矛盾した現象を生成している｡
このように､有限システムとして記述されたOFSの､巨視的スケールでの振舞は､微視的
スケールでの計算の構造によって決定される(周期倍分岐だけでなく､周期3倍分岐なども存
在する【3】)｡このことは､OpenFlow的力学のチェーンは､微視的スケールにある計算の前提
(計算の機械機構)を､巨視的スケールに顕在化させる性質を持つことを示す｡
では､有限システムで得られた解は､OFSにおいてどのような位置付けがなされるのであ
ろうか｡有限システムでは､1サイトでも固定点を表現できないサイトが存在すると､OFSの
解析解を表現することはできない｡それでは､何が有限システムのOFS上に書かれたのだろう
か?有限システムでの解に対応する解は､無限精度のシステムでは､ OFSの上位サイトに微
視的カント-ル集合的力学(MCD)を結合した系の解と解釈もできる｡ここで MCDとは､巨
視的には､2周期だが､それぞれの周期点は､微視的にみるとそれぞれ4周期点からなってお
り､更に各点を微視的に見るとそれぞれ､8周期点からなるという構造が再帰的に繰り返すも
のをいう｡
ここで､有限システムとしてOFSを記述しようとしたときに生じたことは､
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有限システムでは､OFSは書けない｡その結果､あるOFS+MCD-有限システ
ムに書かれた(書けた)｡
である｡ ここで書こうとした対象と書かれた構造物との間で着目する性質について近似が成立
する範囲においては記述するという操作は､前提となりうる｡ しかし､OFSのように､微視的
機構が巨視的スケールに拡大する系では､記述する操作自体が､系の振舞に影響するため､記
述するという操作は､系の振舞と独立ではなくなる｡
この小論において､記述された系が記述自体に"言及"する例として､OFSの空間方向分
岐現象を示した｡このように記述のきれかたにその振舞が依存する系は､運動の中に微視的ス
ケールの制約がかかる場合には､自然に見出すことができると思われる｡自然現象の中にその
ような系を見出すことは､今後の課題である｡
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